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揚水量について、ワジ・スーク川上流側の DH-2、DH-3、下流側の DH-9 孔およびワジ・バニ・

ウマール・アル・ガルビ川では 30～350 L/min の揚水量があったが、その他の区域ではいずれも

30L/min 以下であった。 

 現場揚水試験による透水係数は 10－３～10－６cm/sec である。試験区間が殆どカルクリート化し

た砂礫層中であることから、透水性が比較的低くなっている。 

 ワジ・スーク川の下流側の DH-8 と DH-9 孔およびベイダ部落の DH-12 孔では 10－３cm/sec オー

ダーの透水係数であり、透水性が高い。ワジ・スーク川の上～中流側では 10－４～10－６cm/sec で

透水性が低い。全般に、各孔の浅部の透水性は深部より高くなっている。 

 

5.4 水質分析結果 

 

水質調査として、孔内水の採水は第１回（2000 年 7 月）および第２回（2000 年 11 月）の２回

実施した。各ボーリング孔の採水箇所は以下に示すとおり採取した。 

・DH-1、DH-2、DH-3、DH-9、DH-10、DH-11、DH-13、DH-14 孔 

：２箇所 ：地下水面から 1m 下および孔底から 5m 上 

・DH-4、DH-5、DH-6、DH-7、DH-12 孔 

：浅層ボーリング孔：１箇所 ：地下水面から 1m 下 

：深層ボーリング孔：２箇所 ：地下水面から 1m 下および孔底から 5m 上 

・DH-8：浅層ボーリング孔：１箇所 ：地下水面から 1m 下 

   ：深層ボーリング孔：３箇所 ：地下水面から 1m 下、18m 下および孔底から 5m 上 

 

現場水質測定および水質分析の結果を表 5.5(1)～(2)に示す。また、第 2 回目採水の濃度分布

を図 5.7(1)～(6) （添付資料‐6）に示す。 

 

5.4.1 水質の特徴 

 

地下水温は 27.8～33.7℃の範囲にあり、上流側が１℃程高い。また、11月の水温は 7月より１

～３℃低い傾向を示す。 

ｐHは 4.00～9.98 の範囲にあり、ラサイル鉱山下流部の DH-13および DH-14 孔では 7月がｐH4

～5 と酸性、11 月ではｐH７～８の中性に変化しており、水位低下に伴う水質変化と推定される。

ベイダ鉱山の下流部の DH-12孔ではｐH9.49～9.98と弱アルカリ性を示す。その他の区域ではｐH

６～８と中性である。 

酸化還元電位（ORP）は-247～209ｍV の範囲にあり、ワジ・スーク川上流側の DH-2 および DH-3

孔およびワジ・ラサイル川の DH-12 孔では酸化状態であるが、その他の区域では還元状態を示す。 

電気伝導度は 0.07～8.15S/m の範囲にあり、廃さい堆積場で 7～8S/m、その下流のサガ部落ま

でが 0.9～３S/m、中流域は 0.1～３S/m、下流域は 0.1S/m 程である。 

Hg は 0.0003～0.0035mg/L の濃度範囲であり、廃さい堆積場の浸透水が高い濃度を示し、その 
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